「PRSP体制」の意義と課題
　柳原　透　（拓殖大学国際開発学部）

１．「PRSP」とは？　「PRSP体制」とは？

２．貧困削減へのアプローチ

３．PRSP策定･実施の原則と手続き

４．援助協調

５．結語　日本にとっての課題
１．「PRSP」とは？　

本名：「貧困削減戦略文書（Poverty Reduction Strategy Paper）」

目的：「貧困削減戦略」を３ヵ年行動計画として示す

構成：①　貧困の現状の確認と原因の診断

2 目標と政策措置

3 政策の効果を判定するための点検と評価の体制

4 外部からの支援の効果と必要についての判断

5 広範な参加を確保するための方法や仕組、その結果
１．「PRSP体制」とは？

1 共通の目標の設定

2 政策・プログラム・プロジェクトの選定・実施

3 資金支援を受ける上での適格条件

　

4 援助協調

２．貧困削減へのアプローチ

Broad-Based Growth (あるいは Pro-Poor Growth) 重視

Targeted Pro-Poor Measures/Expenditures重視
2. 　Broad-Based Growth (Pro-Poor Growth)

（１） 所得の変化 --- 平均と低所得層

         (Figure 1  Dollar & Kraay)

（２） 経済発展パターン

    　　　栗原・山形、　大野・二井矢

（３） 財政収入増大

２．Targeted Pro-Poor Measures/Expenditures

（１） 「機会の増大」

（２） 「能力の強化」

（３） 「保護と保障」
３．PRSP策定･実施の原則と手続き

（１）「当該国主導 (Country Ownership)」

（２）「広範な参加 (Broad-Based Participation)」

（３）｢連携 (Partnership)｣

４．　援助協調の枠組

（1） 政策･制度に関する合意

（2） 「セクターワイド・アプローチ」
（3） セクター・プログラム
（4） コモン・ファンド
（5） 一般財政支援
５．日本にとっての課題

（1） 貧困削減に向けた援助

（2） 日本の開発経験・援助経験
（3） 援助協調の方針
（4） PRSPの策定･実施過程への関与
（5） 日 本　≠　政 府

